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●
ず
い
ぶ
ん
前
に
登
録
し
た
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
が
気
に
な
り
、
確
認
す
る
と
た
く

さ
ん
の
「
友
達
リ
ク
エ
ス
ト
」
が
来
て
い

た
。
そ
の
中
に
中
学
時
代
の
友
人
を
発
見
。

２
年
ほ
ど
留
学
し
て
い
て
、
英
語
が
得
意

だ
っ
た
の
で
英
語
の
先
生
に
で
も
な
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
職
業
は
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
。
一
体
何
が
あ
っ
た
ん
だ
…〈
和
久
〉

24

白
秋
と
白
仁
秋
津
『
獨
弦
哀
歌
』
受
贈
を
め
ぐ
っ
て

新

市
史
抄
片

90

編
集
後
記

●
息
子
が
水
天
宮
祭
の
出
店
で
す
く
っ
て

き
た
金
魚
が
４
匹
い
る
。
始
め
は
か
わ
い

が
っ
て
い
た
息
子
た
ち
も
、
今
で
は
自
分

が
世
話
係
に
。
出
勤
前
と
帰
宅
し
て
す
ぐ

に
エ
サ
を
あ
げ
よ
う
と
水
槽
に
近
づ
く
と
、

口
を
大
き
く
開
け
て
や
っ
て
く
る
。
そ
れ

を
見
て
少
し
癒
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
。
だ

か
ら
長
生
き
し
て
ね
、
金
魚
た
ち
。〈
賢
治
〉

平成 24 年 7 月末現在

人 のうごき

　

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
、
大
牟
田

市
の
土
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た
回
覧
同
人
誌

『
常と
き
わ
ぎ

盤
木
』
は
、
柳
川
時
代
の
白
秋
の
文
学

活
動
を
知
る
一
級
資
料
と
し
て
話
題
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
が
三

池
郡
上
内
村
（
現
・
大
牟
田
市
）
在
住
の

白し
ら
に仁
秋あ

き
つ津
（
本
名
・
勝
衛
、
１
８
７
６
～

１
９
４
８
）
で
し
た
。

　

秋
津
は
熊
本
の
濟せ
い
せ
い々

黌こ
う

に
学
び
、
与
謝

野
鉄
幹
の
指
導
を
受
け
て
回
覧
誌
『
つ
く

し
』（
明
治
32
年
）
を
発
行
す
る
な
ど
、『
明

星
』
の
直
系
歌
人
と
し
て
活
動
し
た
九
州

の
先
駆
者
で
し
た
。
白
秋
よ
り
９
歳
年
長

の
秋
津
は
、
士
族
の
長
男
と
し
て
の
責
任

や
、
社
会
矛
盾
と
の
戦
い
な
ど
の
重
圧
を

い
ち
早
く
感
じ
て
お
り
、『
常
盤
木
』
に
は

短
歌
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
苦
し
み
を

文
章
に
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
同
人
た
ち

の
恋
を
夢
見
る
美
し
い
歌
も
、
い
ず
れ
は

そ
う
し
た
苦
し
み
（
煩は
ん
も
ん悶
）
に
見
舞
わ
れ

る
運
命
で
し
た
。

　

立
身
出
世
を
願
う
父
母
の
期
待
と
、
息

子
た
ち
と
の
価
値
観
の
食
い
違
い
は
、
藤

村
操
が
「
人
生
不
可
解
」
と
記
し
て
華け
ご
ん厳

の
滝
に
投
身
（
明
治
36
年
５
月
22
日
）
し

て
以
来
、「
煩
悶
青
年
」
と
い
う
流
行
語
ま

で
生
み
出
し
ま
す
。
白
秋
の
親
友
、
中
島

白
雨
（
本
名
・
鎮
夫
、
１
８
８
６
～
１
９

０
４
）
が
仙
台
を
放
浪
し
、「
人
生
不
如
意
」

（『
九
州
日
報
』）
と
書
き
つ
け
た
の
は
同
年

７
月
。
白
雨
は
そ
の
後
、
露ろ
た
ん探

（
ロ
シ
ア

の
ス
パ
イ
）
の
噂
を
立
て
ら
れ
て
明
治
37

年
２
月
13
日
に
自
刃
し
ま
す
。
父
と
の
確

執
か
ら
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
で
落
第
し
た
前
歴
を

持
つ
白
秋
が
、
伝
習
館
中
学
の
卒
業
を
待

た
ず
に
柳
川
を
出
た
の
は
同
年
３
月
で
し

た
。
白
秋
の
出
郷
は
、
文
学
を
認
め
な
い

父
へ
の
宣
戦
布
告
で
し
た
が
、
秋
津
に
も

思
い
が
け
な
い
波

紋
を
与
え
て
い
た

の
で
す
。

　

ひ
そ
か
に
秋
津

に
別
れ
を
告
げ
た
白

秋
は
、
蒲か
ん
ば
ら
あ
り
あ
け

原
有
明
の

詩
集
『
獨ど
く
げ
ん
あ
い
か

弦
哀
歌
』

（
明
治
36
年
５
月
）

を
贈
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
見
返
し
に
は
、

「
此こ
の

詩
集
は
若
く
し
て
詩
に
す
す
み
、
恋
に

熾も

へ
た
る
熱
烈
の
友
北
原
白
秋
の
寄
贈
に

か
ゝ
は
る
」
に
始
ま
る
秋
津
の
文
字
が
書
き

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
新
資
料

の
価
値
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
津
の
述
懐
は
、

「
詩
集
に
幣へ
い

を
散
し
て
何
の
得
る
所
や
あ
る
。

わ
れ
一ひ
と
え重
に
わ
れ
の
現
状
を
悲
し
ま
ざ
る
を

得
ず
」
と
、
詩
を
捨
て
ざ
る
を
得
な
い
現
状

の
確
認
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
秋
津
が
日
露

戦
争
に
従
軍
す
る
の
は
そ
の
半
年
後
。

　

１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
に
「
五
足
の
靴
」

旅
行
の
白
秋
一
行
を
出
迎
え
た
秋
津
は
、

そ
の
後
『
明
星
』
に
復
帰
し
ま
す
が
、
銀

水
村
（
同
40
年
、
上
内
村
と
合
併
）
の
村

長
の
職
責
を
果
た
し
つ
つ
、
与
謝
野
夫
妻

を
物
心
両
面
で
支
え
続
け
ま
し
た
。
秋
津

は
時
代
の
寵
児
白
秋
と
は
異
な
り
ま
す
が
、

生
活
者
と
し
て
の
自
己
修
養
を
重
視
し
た

文
学
の
軌
跡
を
描
い
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
秋
津
書
き
込
み
の
『
獨
弦

哀
歌
』
は
、
ご
長
男
の
故
・
白
仁
欣
一
氏
か

ら
頂
い
た
コ
ピ
ー
が
筆
者
の
も
と
に
残
る
の

み
で
、
現
在
は
所
在
不
明
で
す
。
た
だ
白
秋

た
ち
明
治
の
煩
悶
青
年
が
集
っ
た
秋
津
の
家

は
、
現
在
も
昔
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
国
際
大
学
教
授
　
井
上
洋
子

●
ち
ょ
っ
と
前
の
こ
と
。
育
て
て
い
た
カ

ブ
ト
ム
シ
が
羽
化
し
た
。
売
り
物
に
し
て

も
い
い
ぐ
ら
い
の
サ
イ
ズ
に
大
満
足
。
カ

ブ
ト
ム
シ
は
幼
虫
の
大
き
さ
で
、
成
虫
の

大
き
さ
が
決
ま
る
。
昆
虫
で
も
人
間
で
も

幼
少
期
の
環
境
は
大
切
だ
。
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
る
横
に
は
、
テ
レ
ビ
に
見
入
っ
て

夕
食
が
進
ま
な
い
わ
が
子
の
姿
が
…

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

市
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
係
（
☎
72
・
１
２
７
５
）

そ

●人口 71,302 人（前月比 +168）
　　男　33,783 人（  +51）
　　女　37,519 人（+117）
　　　   出生　45 人、死亡   92 人
　　　   転入 327 人、転出 112 人
●世帯数　24,878 世帯（+129）

白仁秋津（1901年4月撮影）

白
秋
が
贈
っ
た
『
獨
弦
哀
歌
』
の
見
返

し
に
つ
づ
ら
れ
た
秋
津
の
書
き
込
み

※住民基本台帳法の改正により、7月から外国人住民も住民
基本台帳に登録されるようになったため人口が増えています。
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県大会優勝目指し猛練習
　9 月 9 日に福津市で行われる第 22 回福岡県消防操法大会へ向け、
市消防団の夜間練習が 5 月から連夜続けられています。出場する小
型ポンプの部は、3 本のホースをつなぎ、63 メートル先に設けら
れた標的に放水し、当てるまでの時間と動作の正確さを競います。
出場するのは、旧三橋町の各分団から選ばれた平野智典さん、高巣
博敏さん、中村毅司さん、甲木亘さん、河口裕一さん（左写真前列
左から）です。毎回練習に参加して 5 人を支えている久保洋さんは、
中山地区を担当する第 18 分団の所属。「水害で日ごろの訓練の大切
さが分かったので、練習に力が入っています」と力強く話しました。

ページ今号の内容

◆景観計画と景観条例 10月 1日施行
◆ファミサポが 1歳の誕生日
◆床上浸水以上の世帯に見舞金ほか
◆大和南 IC～徳益 IC間が開通ほか
◆筑後七国スタンプラリー開催ほか

2～ 3
4～ 5
6～ 7
8
9

◆市民のひろば (10-11)　◆川柳 (11)　◆図書館 ･
水の郷ニュース、柳川百選まち歩き (12-13)　◆情
報わいど (14-20)　◆がんばったね、ぬくもり（20）
◆もちふみデビュー (21)　◆保健ガイド (22-23)　
◆新市史抄片 (24)


